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は
じ
め
に

藤
原
定
家
は
精
力
的
に
古
典
籍
を
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
は
多
く
の
私
家
集
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
自
ら
の
和

歌
研
究
で
あ
る
と
と
も
に
和
歌
の
家
と
し
て
受
け
継
い
で
い
く
も
の
で
も

あ
っ
た
。
そ
の
私
家
集
書
写
の
方
法
は
、
自
ら
は
冒
頭
や
一
部
の
み
を
書

写
す
る
ば
か
り
で
大
部
分
を
周
囲
の
人
々
に
書
写
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は

全
丁
を
任
せ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
で
も
そ
の
写
本
に
は
定
家
が

本
文
を
確
認
し
て
訂
正
を
加
え
、
外
題
や
奥
書
・
識
語
を
書
き
入
れ
る
の

で
、
本
文
と
し
て
は
定
家
の
写
本
と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て
で
き
た
書
写
を
定
家
監
督
書
写
本
と
呼
び
、
ま
た
こ
の

方
法
は
定
家
の
父
俊
成
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
は
こ
の
よ
う
な
私
家
集
が
多
く
蔵
さ
れ
る
が
、

俊
成
・
定
家
の
父
子
の
も
の
だ
け
で
な
く
為
家
に
よ
る
も
の
も
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
十
一

（
（
（

』
に
八
集

が
集
録
さ
れ
、
各
集
の
解
題
と
は
別
に
「
為
家
本
私
家
集
に
つ
い
て
」
と

し
て
総
合
的
な
解
説
も
付
さ
れ
る
。
同
書
所
収
『
小
大
君
集
』
の
解
題
や

『
冷
泉
家
の
秘
籍

（
（
（

』
に
は
「
為
家
監
督
書
写
本
」
と
の
言
及
も
見
ら
れ
る

が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
（
以
下
に
『
叢
書
』
と
略
す
）
が
順
次
刊
行
さ

れ
て
い
る
途
中
の
も
の
で
あ
り
、
為
家
の
私
家
集
書
写
に
つ
い
て
は
そ
の

後
取
り
立
て
て
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、『
平
安
私
家
集
十
一
』
に
収
載
さ
れ
た
私
家
集
八
点
（
次
の
①
～
⑧
）

と
解
説
に
言
及
の
あ
る
四
点
を
加
え
た
十
二
点
を
手
始
め
と
し
て
為
家
の

私
家
集
書
写
活
動
の
様
子
を
以
下
に
整
理
し
、
今
後
の
研
究
の
基
礎
と
し

た
い
。

藤
原
為
家
の
私
家
集
書
写

―
素
紙
・
枡
形
本
を
中
心
に
―

岸
　
本
　
理
　
恵
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一
、
各
集
の
書
誌
と
特
徴

　
『
平
安
私
家
集
十
一
』に
収
載
・
指
摘
さ
れ
た
私
家
集
十
二
点
に
つ
い
て
、

『
叢
書
』
等
の
解
題
に
基
づ
き
簡
単
な
書
誌
と
特
徴
を
以
下
に
示
す
。

①
興
風
集 

七
十
四
首
本

縦
一
七
・
〇
、
横
一
六
・
一
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
は
一
丁
裏
～
八

丁
裏
。
一
面
十
一
～
十
二
行
、
一
首
二
行
書
と
す
る
が
巻
末
一
首
は
散
ら

し
書
き
。
表
紙
は
後
補
、
内
題
は
中
央
に
「
お
き
か
せ
」
と
直
書
、
本
文

同
筆
。②

興
風
集 

二
十
一
首
本

縦
一
四
・
八
、
横
一
四
・
六
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
は
一
丁
裏
～
三

丁
表
。
一
首
二
行
書
。
外
題
は
表
紙
中
央
や
や
上
部
、
内
題
は
本
来
の
見

返
し
裏
の
中
央
に
、そ
れ
ぞ
れ
「
お
き
か
せ
」
と
直
書
に
て
記
す
。
①
『
興

風
集
』
七
十
四
首
本
に
一
致
す
る
点
多
く
、
該
本
を
先
に
書
写
し
始
め
た

も
の
の
途
中
で
や
め
て
し
ま
っ
て
①
七
十
四
首
本
を
写
し
直
し
て
完
成
さ

せ
た
ら
し
い
。
両
本
は
字
の
趣
は
異
な
る
が
同
筆
と
み
ら
れ
て
い
る
。

③
実
方
中
将
集 

素
紙
本

縦
一
六
・
三
、
横
一
五
・
六
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
は
一
丁
表
～

四
十
丁
裏
。
一
面
九
行
、
一
首
二
行
書
、
巻
末
一
首
は
三
行
に
折
り
返
す
。

表
紙
は
後
補
。内
題
は
扉
中
央
に「
さ
ね
か
た
の
中
将
の
／
し
ふ
」と
直
書
。

本
文
は
『
叢
書
』
解
題
に
「
為
家
の
近
辺
の
者
が
為
家
の
書
風
に
似
せ
て

書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。
確
か
に
、
為
家
の
筆
の
特
徴
を
よ
く

捉
え
る
が
線
が
細
く
女
性
的
な
印
象
が
あ
る
。
①
『
興
風
集
』
七
十
四
首

本
や
④
『
小
大
君
集
』
二
十
四
首
本
に
比
し
て
伸
び
や
か
な
筆
は
、
一
面

の
行
数
が
少
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
本
文
は
二
筆
か
ら
な
る
。

④
小
大
君
集 

二
十
四
首
本

縦
一
七
・
〇
、
横
一
六
・
一
セ
ン
チ
、
本
文
は
一
丁
表
～
五
丁
表
。
一
面

十
一
～
十
二
行
、一
首
二
行
書
。
表
紙
の
中
央
や
や
左
寄
り
に
「
小
大
君
」

と
直
書
。
俊
成
監
督
書
写
本
「
小
大
君
集
」
を
親
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た

も
の
で
、
外
題
「
小
大
君
」
は
位
置
も
筆
跡
も
酷
似
し
て
い
る
。
本
文
の

筆
跡
に
つ
い
て
、『
叢
書
』
解
題
で
は
、「
本
巻
所
収
の
『
興
風
集
』『
伊

勢
大
輔
集
』『
肥
後
集
』『
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
』
と
同
筆
」
で
あ
り

為
家
の
監
督
下
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、『
冷
泉
家
の
秘
籍
』

解
説
に
は
「
為
家
の
手
に
な
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
筆

跡
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

⑤
伊
勢
大
輔
集 

枡
形
本

縦
一
四
・
七
、
横
一
四
・
六
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
は
一
丁
表
～

二
十
二
丁
表
。
一
面
十
一
～
十
二
行
、
一
首
二
行
書
だ
が
巻
末
一
首
は
三

行
に
書
く
。
外
題
は
表
紙
中
央
に
、
内
題
は
扉
裏
や
や
右
寄
り
に
「
伊
勢

大
輔
」と
直
書
。
ど
ち
ら
も
為
家
の
手
と
み
ら
れ
る
。
本
文
の
筆
跡
は『
叢

縦
一
五
・
三
、
横
一
五
・
五
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
は
一
丁
表
～

十
四
丁
表
。
一
面
十
一
～
十
二
行
、
一
首
二
行
書
。
外
題
は
表
紙
左
寄
り

上
部
に
定
家
風
の
文
字
で
「
一
宮
紀
伊
」
と
直
書
。
本
文
は
「
い
わ
ゆ
る

為
家
風
の
筆
致
」
で
「
定
家
周
辺
の
者
の
筆
で
あ
ろ
う
」
と
解
題
に
あ
る
。

⑩
隆
房

（
（
（

集

縦
一
四
・
八
、
横
一
四
・
六
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
は
一
丁
表
～

三
十
八
丁
表
。
一
面
九
～
十
一
行
、
一
首
二
行
書
。
外
題
は
原
表
紙
、
中

央
に
「
荒
玉
年
月
」、
左
端
上
部
に
「
隆
房
集
」
と
直
書
。
内
題
な
し
。

本
文
の
奥
に
数
行
分
の
空
白
を
置
い
て
「
四
条
大
納
言
隆
房
卿

集
也
」
と
あ

る
（
三
十
八
丁
表
）。
な
お
、
本
文
は
二
筆
か
ら
な
る
。

⑪
海
人
手
子
良
集 

唐
紙

（
（
（

本

縦
一
二
・
九
、
横
一
二
・
八
セ
ン
チ
、
大
和
綴
一
帖
。
本
文
料
紙
は
具
引
地

に
雲
母
で
、
小
菊
・
市
松
・
花
丸
文
散
ら
し
模
様
を
刷
り
だ
し
た
唐
紙
。

本
文
は
一
丁
表
～
十
八
丁
表
、
第
十
七
丁
は
も
と
の
料
紙
は
失
わ
れ
江
戸

期
に
白
紙
が
補
わ
れ
て
い
る
。
一
面
九
～
十
行
、
一
首
三
行
書
、
巻
末
な

ど
一
部
に
散
ら
し
書
き
あ
り
。
後
補
表
紙
・
原
表
紙
が
あ
る
が
外
題
は
い

ず
れ
も
後
世
の
筆
、
見
返
し
の
「
海
人
手
子
良
集
」「
大
納
言

」

は
本
文
と
同
一
の
筆
と
み
ら
れ
て
い
る
。

⑫
後
鳥
羽
院
百

（
（
（

首

縦
一
二
・
九
、
横
一
三
・
二
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
料
紙
は
具
引
地
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書
』
解
題
に
「
為
家
の
近
辺
に
い
る
者
が
、
為
家
の
書
風
に
似
せ
て
書
写

し
た
も
の
と
み
る
の
が
穏
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。

⑥
肥
後
集

縦
一
三
・
八
、
横
一
四
・
九
セ
ン
チ
、
大
和
綴
一
帖
。
本
文
は
一
丁
表
～

三
十
二
丁
表
。
一
面
十
一
～
十
三
行
、
一
首
二
行
書
、
巻
末
の
一
首
は
三

行
に
書
く
。
外
題
は
表
紙
中
央
に
「
肥
後
集
」
と
直
書
、
内
題
な
し
。
本

文
は
二
筆
に
分
か
れ
、『
叢
書
』解
題
で
は
い
ず
れ
も「
為
家
風
」と
す
る
が
、

『
冷
泉
家
の
秘
籍
』
で
は
外
題
と
本
文
第
二
筆
が
為
家
筆
と
す
る
。

⑦
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集

縦
一
四
・
四
、
横
一
三
・
八
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
は
一
丁
表
～

三
十
五
丁
裏
。
一
面
十
一
～
十
二
行
、
一
首
二
行
書
、
巻
末
の
一
首
は
三

行
に
書
く
。
外
題
は
表
紙
中
央
に
「
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
」
と
直
書
、

内
題
な
し
。
本
文
の
筆
は
為
家
と
さ
れ
て
い
る
。

⑧
安
芸
集

縦
一
七
・
〇
、
横
一
六
・
四
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
は
一
丁
表
～
十

丁
裏
。
一
面
十
～
十
三
行
、
一
首
二
行
書
、
巻
末
の
一
首
は
四
行
に
散
ら

す
。
外
題
は
表
紙
中
央
左
寄
り
に
「
安
藝
」、右
下
に
小
字
で
「
郁
芳
門
院
」

と
直
書
。
本
文
の
筆
は
二
筆
か
ら
な
り
、『
叢
書
』
解
題
で
は
前
半
を
為

家
と
す
る
。

⑨
一
宮
紀
伊
集
（
穂
久
邇
文
庫
蔵

（
（
（

）

縦
一
五
・
三
、
横
一
五
・
五
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
は
一
丁
表
～

十
四
丁
表
。
一
面
十
一
～
十
二
行
、
一
首
二
行
書
。
外
題
は
表
紙
左
寄
り

上
部
に
定
家
風
の
文
字
で
「
一
宮
紀
伊
」
と
直
書
。
本
文
は
「
い
わ
ゆ
る

為
家
風
の
筆
致
」
で
「
定
家
周
辺
の
者
の
筆
で
あ
ろ
う
」
と
解
題
に
あ
る
。

⑩
隆
房

（
（
（

集

縦
一
四
・
八
、
横
一
四
・
六
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
は
一
丁
表
～

三
十
八
丁
表
。
一
面
九
～
十
一
行
、
一
首
二
行
書
。
外
題
は
原
表
紙
、
中

央
に
「
荒
玉
年
月
」、
左
端
上
部
に
「
隆
房
集
」
と
直
書
。
内
題
な
し
。

本
文
の
奥
に
数
行
分
の
空
白
を
置
い
て
「
四
条
大
納
言
隆
房
卿

集
也
」
と
あ

る
（
三
十
八
丁
表
）。
な
お
、
本
文
は
二
筆
か
ら
な
る
。

⑪
海
人
手
子
良
集 

唐
紙

（
（
（

本

縦
一
二
・
九
、
横
一
二
・
八
セ
ン
チ
、
大
和
綴
一
帖
。
本
文
料
紙
は
具
引
地

に
雲
母
で
、
小
菊
・
市
松
・
花
丸
文
散
ら
し
模
様
を
刷
り
だ
し
た
唐
紙
。

本
文
は
一
丁
表
～
十
八
丁
表
、
第
十
七
丁
は
も
と
の
料
紙
は
失
わ
れ
江
戸

期
に
白
紙
が
補
わ
れ
て
い
る
。
一
面
九
～
十
行
、
一
首
三
行
書
、
巻
末
な

ど
一
部
に
散
ら
し
書
き
あ
り
。
後
補
表
紙
・
原
表
紙
が
あ
る
が
外
題
は
い

ず
れ
も
後
世
の
筆
、
見
返
し
の
「
海
人
手
子
良
集
」「
大
納
言

」

は
本
文
と
同
一
の
筆
と
み
ら
れ
て
い
る
。

⑫
後
鳥
羽
院
百

（
（
（

首

縦
一
二
・
九
、
横
一
三
・
二
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
料
紙
は
具
引
地
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に
雲
母
模
様
を
刷
り
出
し
た
唐
紙
で
、
そ
の
模
様
は
市
松
（
第
一
括
）・

菊
花
（
第
二
括
）・
カ
タ
バ
ミ
（
第
三
括
）・
桜
花
（
第
四
括
）
を
散
ら
す
。

⑪
『
海
人
手
子
良
集
』
と
ほ
ぼ
同
装
。
本
文
は
一
丁
表
～
十
九
丁
裏
。
一

面
九
行
、
一
首
三
行
書
、
巻
末
十
八
丁
裏
か
ら
は
歌
を
散
ら
し
て
書
く
。

前
表
紙
左
に
本
文
と
は
別
筆
で
「
後
鳥
羽
」
と
あ
る
。
表
紙
裏
に
文
字
が

書
か
れ
て
い
た
痕
跡
は
あ
る
が
剥
落
し
て
判
読
で
き
な
い
。

上
記
の
う
ち
⑪
『
海
人
手
子
良
集
』・
⑫
『
後
鳥
羽
院
百
首
』
に
つ
い

て
は
『
叢
書
』
解
題
で
為
家
と
の
関
連
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
け
れ

ど
も
、
小
菊
等
を
刷
り
出
し
た
唐
紙
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
為
家
本
『
大

和
物
語
』
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
、『
大
和
物
語
』
と
こ

れ
ら
二
集
と
の
唐
紙
は
趣
こ
そ
似
通
う
が
全
く
同
じ
で
は
な
く
、
同
一
の

料
紙
と
い
う
わ
け
で
な
い
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
桂
大
納
言
入
道
殿

御
集

（
（
（

』
に
も
、
文
様
は
一
致
し
な
い
が
や
は
り
似
た
唐
紙
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
少
し
丁
寧
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

⑪
『
海
人
手
子
良
集
』・
⑫
『
後
鳥
羽
院
百
首
』
は
大
き
さ
や
書
写
の
様

子
な
ど
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
①
～
⑩
は
や
や
大
き
く
、
素
紙
で

一
首
二
行
と
す
る
な
ど
異
な
る
点
が
多
い
。
よ
っ
て
①
～
⑩
の
写
本
群
と

は
い
っ
た
ん
区
別
し
、
ま
ず
は
①
～
⑩
の
枡
形
・
素
紙
の
写
本
に
つ
い
て

考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
、
書
写
の
特
徴

　

上
記
①
～
⑩
の
写
本
に
つ
い
て
、
書
写
の
特
徴
を
大
ま
か
に
整
理
し
て

お
こ
う
。
料
紙
は
装
飾
の
な
い
楮
紙
（
③
『
実
方
中
将
集
』
素
紙
本
は
鳥

の
子
）、
大
き
さ
は
概
ね
縦
横
十
四
～
十
七
セ
ン
チ
程
度
の
枡
形
本
で
あ

る
。
一
面
に
十
一
行
前
後
を
詰
め
、
十
三
行
を
詰
め
る
面
も
あ
る
。
し
か

も
、
い
ず
れ
も
為
家
の
特
徴
を
よ
く
す
る
筆
で
つ
ぶ
つ
ぶ
と
し
て
小
ぶ
り

な
字
で
書
か
れ
る
の
で
、
あ
ま
り
勢
い
の
な
い
お
と
な
し
く
物
静
か
な
印

象
で
あ
る
。

一
首
二
行
書
を
基
本
と
し
、
巻
末
の
一
首
を
三
行
書
ま
た
は
散
ら
し
書

き
に
す
る
も
の
が
、
①
『
興
風
集
』
七
十
四
首
本
・
③
『
実
方
中
将
集
』

素
紙
本
・
⑤
『
伊
勢
大
輔
集
』
枡
形
本
・
⑥
『
肥
後
集
』・
⑦
『
二
条
太

皇
太
后
宮
大
弐
集
』・
⑧
『
安
芸
集
』
に
見
ら
れ
る
。
巻
末
一
首
の
散
ら

し
書
き
は
俊
成
監
督
書
写
の
坊
門
局
筆
本
『
元
輔
集
』
な
ど
一
部
に
見
え

る
が
、
定
家
監
督
書
写
本
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
特
徴
的
と
い
っ

て
よ
い
。な
お
為
家
の
写
本
の
う
ち
、『
七
社
百
首

（
（
（

』で
は
巻
末
三
首
を
、『
保

延
の
こ
ろ
ほ
ひ

（
（
（

』
で
は
巻
末
一
首
を
や
は
り
三
行
に
散
ら
し
て
書
い
て
い

る
。
こ
の
『
七
社
百
首
』『
保
延
の
こ
ろ
ほ
ひ
』
は
、
巻
子
装
で
あ
っ
た

り
横
本
で
あ
る
な
ど
や
や
趣
を
異
に
し
て
お
り
、
成
立
事
情
や
為
家
と
の

関
係
が
他
の
私
家
集
と
は
異
な
る
の
で
本
稿
の
考
察
か
ら
は
ひ
と
ま
ず
除
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い
て
扱
う
が
、『
七
社
百
首
』
は
為
家
自
身
の
詠
じ
た
奉
納
百
首
、『
保
延

の
こ
ろ
ほ
ひ
』
は
俊
成
の
詠
草
で
あ
り
私
家
集
と
同
じ
に
扱
っ
て
よ
い
内

容
を
も
つ
。
本
文
の
筆
に
つ
い
て
詳
し
く
は
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
為
家

の
真
跡
と
さ
れ
る
資
料
の
中
で
も
特
に
字
が
つ
ぶ
つ
ぶ
と
し
て
お
と
な
し

い
の
が
特
徴
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
点
の
筆
は
①
～
⑩
の
私
家
集
と
全
体

の
リ
ズ
ム
も
い
く
つ
か
の
文
字
の
特
徴
も
極
め
て
近
い
も
の
が
あ
る
。

　

ま
た
、
①
～
⑩
に
は
既
に
指
摘
が
あ
る
と
お
り
親
本
の
判
明
し
て
い
る

も
の
が
二
点
あ
る
。こ
れ
ら
の
親
本
と
の
比
較
に
つ
い
て
、④『
小
大
君
集
』

二
十
四
首
本
は
『
叢
書
』
解
題
で
、俊
成
監
督
書
写
本
の
「
副
本
と
し
て
」

制
作
さ
れ
た
が
「
複
製
本
的
な
忠
実
さ
で
は
な
か
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
本
文
こ
そ
忠
実
に
書
写
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
変

更
点
が
多
く
、
臨
模
の
よ
う
な
も
の
で
は
全
く
な
い
。
具
体
的
に
は
、
親

本
の
俊
成
監
督
書
写
本
は
縦
横
約
一
三
セ
ン
チ
の
枡
形
本
で
一
面
に
九
行

を
詰
め
る
の
に
対
し
、
④
『
小
大
君
集
』
二
十
四
首
本
は
縦
一
七
・
〇
、

横
一
六
・
一
セ
ン
チ
と
一
回
り
ほ
ど
大
き
く
、
一
面
に
十
一
行
前
後
を
詰

め
る
。
当
然
な
が
ら
、
字
配
り
や
改
行
・
丁
替
え
の
箇
所
も
異
な
り
視
覚

的
に
全
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
文
字
も
為
家
的
な
つ
ぶ
つ
ぶ
と

し
た
も
の
と
な
り
、
仮
名
と
漢
字
の
変
更
、
仮
名
の
字
母
の
変
更
は
し
ば

し
ば
あ
る
。

　

⑤
『
伊
勢
大
輔
集
』
枡
形
本
が
親
本
と
し
た
定
家
監
督
書
写
本
『
伊
勢

大
輔
集

（
（1
（

』
は
、
縦
二
一
・
七
、
横
一
三
・
八
セ
ン
チ
、
珍
し
く
縦
長
の
小
四

半
で
あ
る
が
、
該
本
は
約
一
五
セ
ン
チ
四
方
の
枡
形
本
と
大
き
く
変
更
し

て
書
写
す
る
。
本
文
と
し
て
も
④
『
小
大
君
集
』
二
十
四
首
本
と
同
様
に

仮
名
と
漢
字
の
変
更
、
仮
名
の
字
母
の
変
更
は
多
々
あ
る
し
、
文
字
の
特

徴
や
改
行
・
丁
替
え
の
箇
所
も
保
存
せ
ず
、
や
は
り
複
製
本
を
め
ざ
す
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
。

　

④
『
小
大
君
集
』
二
十
四
首
本
と
⑤
『
伊
勢
大
輔
集
』
枡
形
本
は
、
い

ず
れ
も
本
文
内
容
は
忠
実
に
伝
え
る
が
、
本
の
形
や
文
字
の
特
徴
・
文
字

遣
い
な
ど
を
伝
え
る
意
図
は
な
く
、
臨
模
の
よ
う
な
複
製
を
目
的
と
し
て

い
な
い
。
同
じ
レ
ベ
ル
で
製
作
さ
れ
た
副
本
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
副

本
と
い
う
よ
り
は
別
の
私
家
集
群
と
し
て
蔵
す
る
た
め
の
新
た
な
書
写
の

よ
う
に
も
見
え
る
。

ち
な
み
に
、
①
『
興
風
集
』
七
十
四
首
本
は
俊
成
監
督
に
な
る
坊
門
局

筆
本
と
歌
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
末
尾
に
九
首
を
追
補
し
た
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
坊
門
局
筆
本
と
の
関
係
は
深
い
が
直
接
の
転
写
で

あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
。
漢
字
の
使
用
や
字
母
、
改
行
箇
所
な
ど
一
致
し

な
い
点
は
多
く
、
坊
門
局
筆
本
が
小
四
半
本
で
あ
る
の
で
形
も
異
な
る
。

し
か
も
、
内
題
の
書
き
よ
う
や
集
付
は
坊
門
局
筆
本
で
は
な
く
定
家
監
督

本
と
一
致
す
る
点
が
見
ら
れ
る
。
坊
門
局
筆
本
は
、
五
十
五
首
の
う
ち
冒

頭
か
ら
三
十
八
番
歌
ま
で
と
そ
の
後
四
十
九
番
歌
か
ら
の
四
首
は
定
家
監
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督
書
写
本
と
歌
順
が
一
致
す
る
。
副
本
と
い
う
よ
り
新
た
な
写
本
と
し
て

の
制
作
で
あ
れ
ば
、
坊
門
局
筆
本
を
親
本
と
し
て
写
し
つ
つ
も
定
家
監
督

本
の
集
付
や
親
本
に
な
い
歌
を
巻
末
に
増
補
す
る
な
ど
多
少
の
手
を
加
え

た
形
で
作
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
定
家
の
書

写
に
お
い
て
も
、『
公
忠
朝
臣
集

（
（1
（

』
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
蔵
さ
れ
る

平
安
写
本
と
の
密
接
な
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
本
の
大
き
さ
や
仮
名
遣

い
な
ど
に
相
違
点
が
多
い
。
単
純
な
書
写
で
は
な
く
定
家
に
よ
る
大
幅
な

校
訂
の
結
果
と
し
て
、
し
か
も
『
仲
文
集
』
と
同
装
で
作
成
し
た
も
の
と

さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

定
家
は
同
一
歌
人
の
家
集
で
も
系
統
の
異
な
る
も
の
を
求
め
る
な
ど
、

基
本
的
に
は
幅
広
く
和
歌
を
集
め
て
私
家
集
を
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
既
に
架
蔵
の
平
安
写
本
や
俊
成
監
督
書
写
本
に
表
紙
を
付
け
て

外
題
を
認
め
た
り
、
集
付
や
本
文
訂
正
の
筆
を
加
え
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
受
け
継
い
だ
本
を
整
理
し
つ
つ
自
ら
の
も
の
と
し
て
利
用
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
継
い
だ
為
家
は
収
集
・
整
理
は
続
け
つ
つ

も
、
新
た
な
整
備
と
し
て
副
本
作
成
を
行
な
っ
て
い
た
様
子
が
、
④
『
小

大
君
集
』
二
十
四
首
本
・
⑤
『
伊
勢
大
輔
集
』
枡
形
本
・
①
『
興
風
集
』

七
十
四
首
本
の
三
集
か
ら
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

三
、
本
文
の
筆

さ
て
、
そ
の
本
文
の
筆
に
つ
い
て
『
叢
書
』
解
題
で
は
、
⑦
『
二
条

太
皇
太
后
宮
大
弐
集
』
と
⑧
『
安
芸
集
』
の
第
一
筆
目
の
み
が
「
為
家

と
思
わ
れ
る
」
と
明
記
す
る
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
為
家
風
の
筆
を

よ
く
す
る
為
家
側
近
の
者
と
い
う
見
解
が
多
か
っ
た
。
④
『
小
大
君
集
』

二
十
四
首
本
の
解
題
で
は
①
『
興
風
集
』
七
十
四
首
本
・
④
『
小
大
君
集
』

二
十
四
首
本
・
⑤
『
伊
勢
大
輔
集
』
枡
形
本
・
⑥
『
肥
後
集
』・
⑦
『
二

条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
』
は
同
筆
で
為
家
監
督
下
す
な
わ
ち
為
家
以
外
の

者
の
書
写
と
し
て
い
た
。
一
方
⑦
『
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
』
の
解
題

で
は
為
家
と
し
て
い
る
の
で
、
見
解
が
一
致
し
て
い
な
い
。『
冷
泉
家
の

秘
籍
』
で
は
、
④
『
小
大
君
集
』
二
十
四
首
本
・
⑥
『
肥
後
集
』
の
第
二

筆
目
を
為
家
と
し
て
い
る
。
ま
た
、朝
日
新
聞
出
版
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
冷

泉
家
時
雨
亭
叢
書
総
目
次
」
に
お
い
て
は
『
平
安
私
家
集 

十
一
』
収
載

さ
れ
る
①
『
興
風
集
』
七
十
四
首
本
～
⑧
『
安
芸
集
』
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
掲
載
す
る

（
（1
（

。

興
風
集 

七
十
四
首
本
〔
藤
原
為
家
筆
〕

興
風
集 

二
十
一
首
本
〔
藤
原
為
家
筆
〕

実
方
中
将
集 

為
家
監
督
書
写
本
〔
藤
原
為
家
監
督
書
写
〕

小
大
君
集 
為
家
筆
本
〔
藤
原
為
家
筆
〕
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伊
勢
大
輔
集 

為
家
監
督
書
写
本
〔
藤
原
為
家
監
督
書
写
〕

肥
後
集
〔
藤
原
為
家
等
筆
〕

二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
〔
藤
原
為
家
筆
〕

安
芸
集
〔
藤
原
為
家
等
筆
〕

と
す
る
と
、特
に
①『
興
風
集
』七
十
四
首
本
・
②『
興
風
集
』二
十
一
首
本
・

④
『
小
大
君
集
』
二
十
四
首
本
・
⑦
『
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
』
は
為

家
の
真
筆
、
⑥
『
肥
後
集
』・
⑧
『
安
芸
集
』
は
真
筆
部
分
を
含
む
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
④
『
小
大
君
集
』
二
十
四
首
本
に
つ
い
て
『
冷
泉
家
の

秘
籍
』
で
は
、「〔
069
続
後
撰
和
歌
集
〕
や
〔
073
保
延
の
こ
ろ
ほ
ひ
〕
と
同

筆
で
、為
家
の
手
に
な
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、

『
保
延
の
こ
ろ
ほ
ひ
』
や
『
七
社
百
首
』
と
は
同
筆
と
も
見
え
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
為
家
の
私
家
集
書
写
を
俊
成
や
定
家
の
私
家
集
書

写
活
動
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
し
て
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ら
四
つ
の
集
を

全
丁
為
家
の
真
筆
と
す
る
に
は
い
さ
さ
か
躊
躇
を
お
ぼ
え
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

と
い
う
の
は
、
俊
成
や
定
家
の
書
写
し
た
私
家
集
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た

為
家
の
私
家
集
よ
り
も
多
く
現
存
し
て
い
る
の
に
、
全
丁
が
俊
成
ま
た
は

定
家
の
真
筆
に
な
る
私
家
集
は
ご
く
稀
で
あ
る
。
①
～
⑩
の
私
家
集
は
大

き
さ
が
一
五
セ
ン
チ
前
後
の
枡
形
で
素
紙
を
用
い
て
お
り
、
俊
成
や
特
に

定
家
の
書
写
し
た
私
家
集
、
す
な
わ
ち
為
家
が
定
家
か
ら
継
承
し
た
も
の

と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
歌
の
家
と
し
て
研
究
し
、
蔵
し
て
伝
え

て
い
く
た
め
の
家
の
本
と
し
て
、
継
承
し
た
蔵
書
に
加
え
ら
れ
る
も
の
と

し
て
の
書
写
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
監
督
書
写
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
貴
顕
へ
の
献
上
な
ど
特
別
な
理
由
が
あ
れ
ば
自
ら
全
丁

を
書
写
す
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
な
く
て
為
家
自
ら

が
多
く
の
写
本
に
お
い
て
全
丁
を
書
写
す
る
と
い
う
の
は
、
俊
成
や
定
家

の
例
に
鑑
み
て
あ
り
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
七
社
百
首
』
は
『
叢
書
』
解
題
に
お
い
て
、冒
頭
序
文
と
立
春
詠
（
一

丁
裏
～
二
丁
裏
）
は
為
家
で
、
以
下
の
和
歌
の
大
半
は
為
家
に
酷
似
し
て

い
る
が
全
体
に
伸
び
や
か
で
あ
り
別
筆
と
い
う
。
し
か
し
、『
叢
書
』
の

影
印
で
は
ほ
と
ん
ど
区
別
が
付
か
ず
、『
冷
泉
家
の
秘
籍
』
に
掲
載
さ
れ

る
鮮
明
な
カ
ラ
ー
写
真
に
よ
っ
て
漸
く
納
得
が
い
く
程
の
違
い
し
か
な

い
。『
七
社
百
首
』
は
弘
長
元
（
一
二
六
一
）
年
二
月
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、同
じ
く
弘
長
元
年
の
奥
書
を
も
ち
為
家
の
筆
さ
れ
る『
大
和
物
語

（
（1
（

』

の
第
一
筆
目
の
ゆ
っ
た
り
と
し
て
の
び
や
か
な
さ
ま
と
は
趣
が
異
な
る
。

ま
た
、
為
家
自
署
の
あ
る
『
続
後
撰
和
歌
集

（
（1
（

』
は
建
長
七
（
一
二
五
五
）

年
五
月
写
で
『
大
和
物
語
』
等
よ
り
も
六
年
早
い
書
写
で
あ
る
の
に
硬

直
し
た
筆
で
、
さ
ら
に
一
首
一
行
書
の
た
め
か
小
さ
く
つ
ぶ
つ
ぶ
と
し

て
い
る
。

つ
ま
り
、
為
家
の
筆
は
俊
成
や
定
家
ほ
ど
の
強
烈
な
特
徴
が
な
い
う
え
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に
、
場
合
に
よ
っ
て
伸
び
や
か
で
あ
っ
た
り
つ
ぶ
つ
ぶ
と
し
て
い
た
り
と

い
う
幅
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
勅
撰
集
・
私
家
集
・
物
語
な
ど
の
内
容
の
違

い
、
あ
る
い
は
写
本
の
大
き
さ
や
行
詰
め
の
状
態
な
ど
に
よ
る
影
響
が
あ

り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
為
家
の
筆
と
、
為
家
風
を
よ
く
す
る
側
近

の
筆
の
区
別
に
つ
い
て
、
な
お
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
稿
者
は
今
そ
の
判
断
基
準
を
持
っ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
①
～

⑩
の
私
家
集
の
筆
に
つ
い
て
今
で
き
る
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。
①
『
興

風
集
』
七
十
四
首
本
・
②
『
興
風
集
』
二
十
一
首
本
・
④
『
小
大
君
集
』

二
十
四
首
本
・
⑥
『
肥
後
集
』・
⑦
『
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
』・
⑧
『
安

芸
集
』
の
朝
日
新
聞
出
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
総
目
次
」

に
お
い
て
為
家
筆
と
さ
れ
た
集
に
つ
い
て
、
為
家
の
真
筆
か
ど
う
か
は
い

っ
た
ん
置
い
て
、
類
筆
と
し
て
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
化
は
で
き
る
。
そ
し
て

こ
れ
に
は
⑤
『
伊
勢
大
輔
集
』
枡
形
本
や
⑨
『
一
宮
紀
伊
集
』
も
入
れ
て

よ
い
。
た
だ
し
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
、①
『
興
風
集
』
七
十
四
首
本
・

②
『
興
風
集
』
二
十
一
首
本
・
④
『
小
大
君
集
』
二
十
四
首
本
・
⑥
『
肥

後
集
』（
第
二
筆
）
は
特
に
近
し
く
、⑤
『
伊
勢
大
輔
集
』
枡
形
本
・
⑦
『
二

条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
』・
⑧
『
安
芸
集
』（
第
一
筆
）・
⑨
『
一
宮
紀
伊

集
』
と
は
区
別
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
に
比
べ
て
③
『
実
方
中
将

集
』
素
紙
本
・
⑩
『
隆
房
集
』
は
、
為
家
の
特
徴
を
有
す
る
が
①
『
興
風

集
』
七
十
四
首
本
等
の
類
筆
と
は
少
し
遠
く
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
筆
で
あ

る
。
こ
の
二
集
が
一
面
に
九
行
～
十
一
行
を
詰
め
、
他
に
比
べ
て
や
や
ゆ

っ
た
り
と
し
た
書
写
で
あ
る
こ
と
も
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は

こ
の
二
集
は
唐
紙
を
用
い
た
⑪
『
海
人
手
古
良
集
』・
⑫
『
後
鳥
羽
院
百
首
』

に
同
筆
と
み
ら
れ
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
⑪
⑫
も
為
家

監
督
の
も
と
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
が
、
料
紙
の
問

題
と
合
わ
せ
て
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

四
、『
肥
後
集
』
第
一
筆
と
『
安
芸
集
』
第
二
筆

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
⑥
『
肥
後
集
』
と
⑧
『
安

芸
集
』
が
そ
れ
ぞ
れ
二
筆
に
よ
る
書
写
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
⑥

『
肥
後
集
』
は
冒
頭
か
ら
七
丁
表
十
行
目
ま
で
と
そ
れ
以
降
で
筆
が
異
な

り
、
こ
の
第
一
筆
目
に
つ
い
て
、『
叢
書
』
解
題
も
『
冷
泉
家
の
秘
籍
』

も
為
家
に
似
る
が
別
人
と
す
る
。
そ
の
と
お
り
、
為
家
の
も
の
で
は
な
い

が
小
ぶ
り
で
つ
ぶ
つ
ぶ
と
し
た
字
は
為
家
風
で
あ
る
し
、
例
え
ば
い
く
つ

か
の
平
仮
名
「
の
（
能
）」
や
「
や
」
な
ど
が
扁
平
ぎ
み
で
あ
る
な
ど
、

一
文
字
ず
つ
を
見
る
と
為
家
と
さ
れ
る
集
に
特
徴
的
な
も
の
が
見
え
る
。

し
か
し
そ
れ
で
い
て
同
時
に
、一
文
字
ず
つ
が
途
切
れ
が
ち
で
滞
り
ぎ
み
、

部
分
的
に
極
端
に
太
く
ま
た
極
端
に
細
い
と
い
う
よ
う
に
肥
痩
の
差
が
著

し
い
く
っ
き
り
と
し
た
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
定
家
の
筆
の
特
徴
を
思
わ
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せ
る
も
の
が
あ
る
。
⑧
『
安
芸
集
』
も
七
丁
裏
の
最
後
二
行
あ
た
り
か
ら

後
半
が
前
半
と
筆
の
趣
が
異
な
る
が
、
こ
の
第
二
筆
目
が
為
家
風
で
あ
り

な
が
ら
や
は
り
定
家
風
の
趣
な
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
こ
れ
ら
⑥
『
肥
後
集
』
第
一
筆
目
と
⑧
『
安
芸
集
』
第
二
筆

目
で
は
【
図
１
】
に
示
し
た
平
仮
名
「
な
（
奈
）」
が
目
立
つ
。「
な
（
奈
）」

に
は
様
々
な
崩
し
方
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
字
形
が
多
用
さ
れ
や
や
強
調

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
字
形
は
【
図
１
】
左
側
に
挙
げ
た
定

家
監
督
書
写
本
（
側
近
筆
）
に
よ
く
見
え
る
も
の
に
似
る
。
こ
の
他
、【
図

２
】「
ひ
」
が
滞
り
が
ち
で
細
く
角
張
っ
て
や
や
不
自
然
で
あ
る
の
も
、

為
家
筆
と
さ
れ
る
部
分
に
は
な
く
こ
の
二
筆
が
共
有
す
る
特
徴
で
あ
る
ら

し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
に
お
い
て
二
筆
が
別
人
に
よ
る
の
か
同
一
人
物
が

異
な
る
風
に
書
き
分
け
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
あ
え
て
定

家
風
に
書
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

俊
成
や
定
家
の
監
督
書
写
本
に
お
い
て
は
冒
頭
や
末
尾
に
数
行
か
ら
数

丁
を
俊
成
や
定
家
が
書
写
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
為
家
の
写
本
も

『
大
和
物
語
』
は
冒
頭
が
為
家
で
後
を
別
人
が
書
写
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
二
集
の
為
家
の
特
徴
を
持
ち
つ
つ
も
定
家
風
の
筆
で
あ
る
と
い
う
の

は
、
そ
れ
ら
と
は
少
し
質
が
異
な
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
も
う
一

方
の
筆
を
為
家
真
筆
と
見
る
な
ら
ば
、
為
家
と
、
為
家
風
で
あ
り
な
が
ら

定
家
風
な
筆
と
の
二
筆
に
よ
る
書
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
二
集
の
親
本
は
不
明
で
あ
る
が
、
仮
に
そ
の
親
本
が
定
家
と
側
近

に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
写
本
で
そ
の
定
家
筆
部
分
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
親
本
が
定

家
監
督
書
写
本
に
特
定
で
き
る
⑤
『
伊
勢
大
輔
集
』
枡
形
本
で
は
、
親
本

は
全
て
側
近
筆
で
あ
る
も
の
の
途
中
で
筆
が
変
わ
る
部
分
が
あ
る
。
し
か

し
⑤
『
伊
勢
大
輔
集
』
枡
形
本
は
全
体
が
臨
模
の
よ
う
な
書
写
で
は
な
い

よ
う
に
、
こ
の
部
分
も
や
は
り
特
に
筆
を
変
え
る
こ
と
が
な
く
、
親
本
の

文
字
の
趣
を
伝
え
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
の

形
や
漢
字
や
仮
名
遣
い
な
ど
さ
え
伝
え
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
④
『
小

【
図
1
】「
な
」
の
比
較

【
図
2
】「
ひ
」
の
比
較
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大
君
集
』二
十
四
首
本
に
お
い
て
は
親
本
が
俊
成
監
督
書
写
本
で
あ
る
が
、

本
文
は
忠
実
に
写
し
て
い
る
も
の
の
文
字
は
①
『
興
風
集
』
七
十
四
首
本

と
同
筆
と
見
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
て
親
本
の
文
字
の
趣
を
残
し
て
は
お
ら

ず
、
漢
字
の
使
用
や
仮
名
の
字
母
、
行
詰
め
や
改
行
箇
所
な
ど
も
保
存
し

な
い
。
ま
た
、
定
家
監
督
書
写
本
に
お
い
て
定
家
が
書
写
を
分
担
す
る
場

合
、
現
存
資
料
に
お
い
て
は
全
て
冒
頭
か
ら
で
あ
っ
て
後
半
を
定
家
が
書

写
す
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑧
『
安
芸
集
』
第
二
筆

目
の
定
家
風
な
部
分
が
、
親
本
に
お
い
て
定
家
筆
で
あ
っ
た
た
め
に
そ
の

趣
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
外
題
や
内
題
に
つ
い
て
は
、
親
本
と
の
関
係
に
意

味
を
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
と
い
う
の
も
、
①
『
興
風
集
』

七
十
四
首
本
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
親
本
そ
の
も
の
は
不
明
で
あ
る
が
、

内
題
を
丁
の
中
央
に
平
仮
名
で
記
す
「
お
き
か
せ
」
は
、
位
置
や
字
の
勢

い
、
仮
名
の
字
母
が
定
家
監
督
書
写
本
『
興
風
集
』
と
一
致
す
る
。
集
付

の
様
子
も
、
坊
門
局
筆
本
に
は
集
付
が
な
く
定
家
監
督
書
写
本
に
一
致
し

て
お
り
関
係
が
見
え
て
い
る
。
⑤
『
伊
勢
大
輔
集
』
枡
形
本
で
は
内
題
に

つ
い
て
『
叢
書
』
解
題
が
「
為
家
の
も
の
と
見
て
よ
い
」
と
す
る
よ
う
に

為
家
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、「
伊
勢
大
輔
」
と
書
く
位
置
が
中
央
よ
り
や

や
右
下
で
あ
る
の
は
、
親
本
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

④
『
小
大
君
集
』
二
十
四
首
本
で
は
、
外
題
は
親
本
で
あ
る
俊
成
監
督

書
写
本
と
位
置
も
筆
跡
も
酷
似
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
叢
書
』
解
題
に
指

摘
が
あ
る
よ
う
に
、
為
家
が
表
紙
を
作
成
し
た
際
に
同
じ
表
紙
を
親
本
に

も
付
け
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
各
々
の
集
に
適
合
す
る
外
題
で
は
な
く

あ
え
て
同
じ
表
紙
を
付
け
た
の
は
、
書
式
等
は
変
え
て
し
ま
っ
た
と
し
て

も
外
題
や
内
題
は
親
本
の
趣
を
伝
え
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
⑥
『
肥
後
集
』
⑧
『
安
芸
集
』
は
い
ず
れ
も
外
題
が
定
家

風
の
ぼ
っ
て
り
と
し
た
字
で
書
か
れ
て
い
る
の
も
、
親
本
は
不
明
な
が
ら

定
家
本
と
の
関
わ
り
を
何
か
示
す
の
で
は
な
い
か
。
本
文
の
定
家
風
の
筆

は
定
家
筆
部
分
を
伝
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
外
題
と
あ
わ

せ
て
親
本
が
定
家
と
か
か
わ
り
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
十
点
の
為
家
の
私
家
集
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
集

は
一
五
セ
ン
チ
前
後
の
枡
形
本
で
装
飾
の
な
い
素
紙
を
使
用
す
る
点
は
、

俊
成
や
特
に
定
家
の
残
し
た
私
家
集
と
同
様
で
あ
る
。
加
え
て
、
外
題
等

は
自
ら
認
め
つ
つ
本
文
に
は
複
数
の
人
を
書
写
に
動
員
し
て
い
る
と
い
う

点
、
本
文
の
筆
が
為
家
に
酷
似
す
る
点
で
、
監
督
書
写
も
引
き
続
き
お
こ
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な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
為
家
監
督
書

写
本
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
筆
跡
に
つ
い
て
為
家
自
身
が
ど
こ
ま

で
関
わ
っ
た
か
の
認
定
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
書
写
に
関
わ
っ
た
の

は
為
家
の
筆
の
特
徴
を
よ
く
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
俊
成
・
定
家
の
場
合

も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
反
映
し
た
筆
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
一
見
し
て
別
筆

と
判
断
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
認
定
で
き
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
為
家
の
書
写
は
家
の
本
を
親
本
に
、
副
本
も
し
く
は
新
た
な

写
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
が
複
数
あ
る
。
受
け
継
い
だ
蔵
書
を
更
に

拡
充
し
整
え
て
い
く
姿
勢
で
あ
ろ
う
。

俊
成
や
定
家
の
残
し
た
写
本
は
そ
れ
ぞ
れ
多
く
、
そ
こ
か
ら
判
断
す
る

と
、
為
家
も
さ
ら
に
多
く
の
私
家
集
が
を
書
写
し
た
は
ず
で
あ
る
。
本
稿

で
は
い
っ
た
ん
区
別
し
た
⑪
『
海
人
手
子
良
集
』
⑫
『
後
鳥
羽
院
百
首
』

や
、
そ
の
他
に
も
為
家
筆
と
伝
え
ら
れ
る
写
本
、
古
筆
切
な
ど
多
く
の
も

の
を
今
後
認
定
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
⑪
『
海
人
手

子
良
集
』・
⑫
『
後
鳥
羽
院
百
首
』
の
よ
う
に
唐
紙
を
用
い
た
書
写
な
ど
は
、

目
的
な
ど
の
異
な
る
も
の
か
も
し
れ
ず
、
料
紙
や
写
本
の
形
な
ど
幾
つ
か

の
グ
ル
ー
プ
分
け
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、

本
稿
で
は
素
紙
で
枡
形
の
本
を
手
始
め
と
し
て
考
察
し
た
。

（
注
）

（
1
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
六
十
三
『
平
安
私
家
集 

十
一
』（
朝
日
新
聞

社
、
二
〇
〇
七
年
）。
解
題
の
執
筆
は
、
田
中
登
「
為
家
本
私
家
集
に

つ
い
て
」「
実
方
中
将
集
」「
伊
勢
大
輔
集
」「
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
」、

片
桐
洋
一
「
興
風
集
七
十
四
首
本
」「
興
風
集
二
十
一
首
本
」「
小
大
君

集
」、
鈴
木
徳
男
「
肥
後
集
」「
安
芸
集
」。

（
2
）　
『
冷
泉
家
の
秘
籍
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
3
）　

日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
8
『
平
安
私
家
集
』（
貴
重
本
刊
行
会
、

一
九
七
九
年
）
所
収
。
解
題
で
は
外
題
に
つ
い
て
「
藤
原
定
家
筆
と
み

ら
れ
る
」
と
あ
る
。

（
4
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
二
十
六
『
中
世
私
家
集 

二
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
五
年
）
所
収
。

（
5
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
二
十
『
平
安
私
家
集 

七
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
九
年
）
所
収
。

（
6
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
二
十
九
『
中
世
私
家
集 

五
』（
朝
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
一
年
）
所
収
。

（
7
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
二
十
六
『
中
世
私
家
集 

二
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
五
年
）
所
収
。

（
8
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
十
『
為
家
詠
草
集
』（
朝
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
所
収
。
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（
9
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
二
十
七
『
中
世
私
家
集 

三
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
八
年
）
所
収
。

（
10
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
十
七
『
平
安
私
家
集 

四
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
六
年
）
所
収
。

（
11
）　

大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
中
古
中
世
篇『
和
歌
三
』（
汲
古
書
院
・

二
〇
〇
三
年
）。

（
12
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
十
五
『
平
安
私
家
集
二
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
四
年
）
所
収
の
『
公
忠
朝
臣
集
』
解
題
、
お
よ
び
『
冷
泉
家
の

秘
籍
』
解
説
の
片
桐
洋
一
「
俊
成
・
定
家
の
私
家
集
書
写
」。

（
13
）　

朝
日
新
聞
出
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://publications.asahi.com
/original/shoseki/reizeike/04.

shtm
l　

（
二
〇
一
八
年
九
月
二
〇
日
閲
覧
）

　
　

各
集
に
は
「
鎌
倉
時
代
中
期
写　

重
要
文
化
財
」
と
記
載
が
あ
る
が

省
略
し
て
掲
出
し
た
。
な
お
、『
隆
房
集
』『
海
人
手
子
良
集
』『
後
鳥

羽
院
百
首
』
に
は
「
為
家
筆
」
等
の
記
述
は
な
い
。

（
14
）　

尊
経
閣
叢
刊
『
大
和
物
語
』（
育
徳
財
団
、
一
九
三
六
年
）。

（
15
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
六
『
続
後
撰
和
歌
集　

為
家
歌
学
』（
朝
日

新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）
所
収
。

〔
付
記
〕
図
版
掲
載
を
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸
機
関
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
１
６
Ｋ
０
２
３
７
０
）
の

助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

�

（
き
し
も
と　

り
え
／
尾
道
市
立
大
学
准
教
授
）


